
大敵「水分」に気をつけて…

ボアオイル
せっかく手にした大切な楽器。

長く愛用したいなら、水分には

ご用心。スワブに少量しみこま

せて使うだけで、水分をより弾

くよ。

〔 管 体 の 水 分 除 去 〕
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管体が木でできているクラリネットはとてもデリケート。微妙な温度や湿度の変化にも影響をうけやすく、

キイメカニズムも複雑。すみずみまで丁寧なお手入れが欠かせないのです。

クラリネット

●月に一度は

キイオイル（M）
（バスクラリネットはH）

●月に一度は

ペーパーセット

●演奏後に

タンポとトーンホールの間にクリーニングペーパーをは

さんで、水分を完全に取る。タンポがベタつく場合はパウ

ダーペーパーを使おう。

クリーニングスワブ

●演奏後に

クリーニングスワブ（S）

●演奏後に

ジョイントコルク側から

入れて、マウスピース内

側の水分や汚れを取る。

この時、マウスピースの

先端を傷つけないように

注意。

クリーニングスワブ（M）
（バスクラリネットはL）

●演奏後に

ボーカルブラシ
+ファゴットボーカルスワブ

●演奏後に

ボーカルの曲管内面をクリーニング。ブラシで汚れ

を落とし、スワブで水分や汚れを取り除こう。

トーンホールクリーナー

●演奏後に

汚れやすいトーンホール

の内側やキイの下、間な

どは念入りに掃除しよう。

オーボエ、ファゴットは管体が天然木でできているので、温度や湿度の変化にとても敏感。

汚れや水分には十分な注意を払ってお手入れしましょう。

オーボエ・ファゴット

下図〔管体の水分除去〕を

チェック！

管楽器のお手入れ法と取り扱いのポイント
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ペーパーセット

●演奏後に

タンポとトーンホールの間にクリーニング

ペーパーをはさんで、水分を完全に取る。タン

ポがベタつく場合はパウダーペーパーを使お

う。

トーンホール
クリーナー

●演奏後に

コルクグリス

●組立の際に

スムーズなジョイントのために、

４カ所のジョイントコルクの表

面に適量塗る。グリスは全体に

ゆきわたるよう指でのばそう。

硬軟はお好みで。

コルクグリス

●組立の際に

スムーズなジョイントのために、ジョイン

トコルクの表面に適量塗る。グリスは全体

にゆきわたるよう指でのばそう。硬軟はお

好みで。

〔 管 体 の 水 分 除 去 〕

②ジョイント部は特に水がたまりやすく、この部分からひび
割れをおこすおそれがあるので、ガーゼで念入りに水分を
取ろう。

①管体内にクリーニングスワブ（Ｍ）
を通して、中の水分を完全に取ろ
う。

※演奏の合間にも、できる

だけクリーニングスワ

ブで水分を取るように

心がけよう。

① ②

キイオイル
(オーボエはL、ファゴットはＨ）

・オーボエ：管体内に通して水分や

汚れを取る。小は上管に、大は下

管・ベルに。

・ファゴット：テナージョイント、

ダブルジョイントはそれぞれの

スワブでふき取ろう。

オーボエの場合 テナージョイントファゴットの場合

汚れやすいトーンホールの

内側やキイの下、間などは念

入りに掃除しよう。

キイの軸受部に少量差す。余分なオイル

や管体についたオイルはきちんとぬぐお

う。

[軟] [硬]

[オーボエ用] [ファゴット用]

+

キイの軸受部に少量差す。余分

なオイルや管体についたオイ

ルはきちんと取ろう。

[軟]

[硬]

キイの操作がぐっとラクになる

サムレストクッション

クラリネットの指かけに使えば、指の痛みが軽

減。操作性もアップ。




